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研究 1 では、若手従業員の仕事経験における対人的経験に焦点をあて、25 歳か









研究 2 では、研究 1 の結果を踏まえ、従業員を対象に対人的経験の構造と職業
的発達との関連を検討した。研究 2-1 では、下斗米（1999）に基づき、研究 1 の
対象者（N=7）から対人的経験の構造に関する面接調査を行い、探索的検討を行
った。その結果、大学生を対象とした先行研究に含まれない 2 つの要因が新たに
見出された。研究 2-2 では、研究 2-1 の結果を踏まえ、対人的経験の構造と職業
的発達との関連を量的に検討するため、先行研究（第 2 章 1 節 2 項、同章 2 節 3







研究 3 では、研究 2 の結果を踏まえ、より長期間にわたるプロセスを詳細に検
討するために、民間企業に 10 年以上勤務する正社員 14 名を対象に半構造化面接
を行い、働くことの意味づけプロセスとその促進要因ならびにプロセスが与える






研究 4 では、研究 3 の結果を踏まえ、入社 1 年目から 5 年目の従業員 18 名を
対象に 2 回の半構造化面接（2 回目は 1 年後に追跡調査）を実施し、現在の仕事
経験の意味づけを縦断的に検討した。数量化Ⅲ類による解析の結果、若手従業員
の働くことの意味づけは、1 年目の「見習い」、2～4 年目の「試練の意義」、5 年




によって示され、入社 1 年目から 5 年目までの変化のプロセスが明らかになった。 
 研究 5 では、研究 3 の結果を踏まえ、民間企業に勤務する正社員 400 名を対象
とした Web パネル調査を実施し、働くことの意味づけの促進要因を実証的に検討
した。中小企業から大企業までの多様な業種の民間企業に勤務する 23 歳から 39
歳までの男女正社員を対象に、初期（社会人経験 1 年以上～4 年未満）、中期（社





研究 6 では、研究 3 の仮説モデルと研究 4 の結果を踏まえ、社会人経験 4 年以







 以上、研究 1 から研究 6 の知見を基に、主な結果と考察を述べる。  
 
働くことの意味づけを促進する要因  
はじめに、働くことの意味づけを促進する要因として、研究 1 と研究 2 では対
人的経験、研究 3 では仕事経験、人的背景、組織における関わりの 3 つが明らか
になった。研究 5 では、研究 3 の 3 つの促進要因を取り上げ、社会人経験により















































 研究 6 では、働くことの意味づけプロセスが、組織行動や人生の意味に影響を
与えていた。  
 本研究における組織行動には、仕事の選択肢や可能性を広げながら専門性を発
揮すること（仕事の拡張）や、組織やそこで働く人に対する感謝や恩返しの念（組
織への還元）が含まれる。また人生の意味には、組織における自己価値のみが影
響を与えており、組織で働くことと人生の意味・目的は、一体のものと捉えられ
ていると考えられた。したがって、働くことの意味づけプロセスは、望ましい組
織行動や個人の人生にも影響を与えており、生涯発達的視点においても意義のあ
る結果と考えられる。  
以上の結果に基づき、本研究の結論として、働くことの意味づけプロセスの統
合モデルを提示した。  
